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2 四面体OABCにおいて，OA = 2，OB =
p
2，OC = 1であり，ÎAOB =

¼
2
，ÎAOC = ¼

3
，ÎBOC =

¼
4
であるとする．また，3点O，A，Bを含む平面を ®とし，点 Cから平面 ®に下ろした垂線と ®との交点を

H，平面 ®に関して Cと対称な点を Dとする．
¡!
OA =

¡!
a，
¡!
OB =

¡!
b ，
¡!
OC =

¡!
c とおくとき，以下の問いに答

えよ．

(1)
¡!
OH;

¡!
ODを

¡!
a ;
¡!
b ;
¡!
c を用いて表せ．

(2) 四面体OABCの体積を求めよ．

(3) 4ABCの重心を Gとし，面OAB上の点 Pで CP+ PGを最小にする点を P0とする．このとき，
¡!
OP0を

¡!
a ;
¡!
b を用いて表し，CP0 +P0Gの値を求めよ．


